
　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
東
京
ド
ー
ム

個
分
に
あ
た
る

の
広
大
な
土
地
に
研
究
施
設

を
開
設
し
た
の
は
２
０
０
２
年
。
車
両
や
地
上
設
備
の
研
究
開
発
の
ほ
か
、
東
海

道
新
幹
線
の
大
規
模
改
修
工
事
に
備
え
、
総
工
費
２
８
０
億
円
を
投
じ
た
。
Ｊ
Ｒ

東
海
は
小
牧
研
究
施
設
で
実
物
大
の
試
験
設
備
な
ど
を
用
い
て
、
車
両
に
搭
載
さ

れ
る
新
技
術
の
開
発
や
大
規
模
改
修
工
事
の
工
法
を
検
討
し
て
い
る
。
最
新
の
試

験
設
備
で
あ
る
試
験
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
土
木
構
造
物
の
検
査
員
の
養
成
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
道
路
や
橋
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
に
い
ち
早
く
対
応
し
て
い
る
。

　

周
年
を
迎
え
た
東
海
道
新
幹
線
で
は
、
次
の

年
を
見
据
え
た
取
り
組
み
も
進
む
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
２

０
１
３
年
４
月
か
ら
、
全
線
で
土
木
構
造
物
な
ど
の

大
規
模
改
修
工
事
を
着
工
し
た
。
将
来
発
生
す
る
変

状
を
予
測
し
て
対
策
を
施
す
「
予
防
保
全
」
に
基
づ

き
、
本
格
的
な
修
繕
が
必
要
に
な
る
前
に
構
造
物
の

老
朽
化
を
食
い
止
め
て
延
命
。
現
状
は
異
常
が
な
い

も
の
や
小
さ
な
変
状
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
工
事
の

規
模
を
縮
小
し
、
コ
ス
ト
を
削
減
。
土
木
構
造
物
の

老
朽
化
に
先
手
を
打
っ
て
い
る
。

小
牧
研
究
施
設
の
役
割

大
規
模
改
修
工
事

大規模改修の工法開発実物大の試験設備
小牧研究施設には実物大の試験設備が置かれている

試
験
ト
ン
ネ
ル

「
予
防
保
全
」
老
朽
化
に
先
手
運
休
せ
ず
に
工
事
が
可
能

谷田トンネルの大規模改修工事

コンクリート橋の補強

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １０月１日 水曜日 　　

改
修
工
事
前
倒
し

　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
東
海
道
新
幹

線
の
老
朽
化
対
策
に
着
手
し

た
の
は
、

年
と

年
前
に

さ
か
の
ぼ
る
。
当
初
は
政
府

が
創
設
し
た
「
大
規
模
改
修

引
当
金
制
度
」
に
基
づ
き
、

１
兆
円
に
お
よ
ぶ
改
修
費
用

の
資
金
の
一
部
を
課
税
所
得

か
ら
減
算
し
て

年
間
積
み

立
て
て
内
部
留
保
し
、
自
己

資
金
を
加
え
て

年
に
着
工

す
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し

検
査
体
制
の
確
立
や
技
術
開

発
な
ど
で
改
修
費
用
を
７
３

０
８
億
円
ま
で
低
減
。
当
初

の
計
画
か
ら
５
年
前
倒
し
、

年
４
月
に
大
規
模
改
修
工

事
を
着
工
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
大
規
模
改
修

工
事
を
前
倒
し
で
き
た
の

は
、
構
造
物
の
維
持
管
理
の

考
え
方
を
根
本
的
に
変
え
た

た
め
だ
。

年
時
点
の
当
初

計
画
で
は
総
延
長
５
１
５
・

４

の
う
ち
鋼
橋
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
、
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
土
木
構
造
物
に
つ
い

て
、
鋼
橋
を
架
け
替
え
る
な

ど
、
大
掛
か
り
な
工
事
を
想

定
し
て
い
た
。
現
在
は
、
予

防
保
全
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
大

規
模
改
修
工
事
を
進
め
て
い

る
。
予
防
保
全
は
コ
ス
ト
の

削
減
に
加
え
、
新
幹
線
を
運

休
せ
ず
に
工
事
を
進
め
ら
れ

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
維
持
管
理
の

た
め
の
検
査
体
制
の
整
備
や

工
法
な
ど
の
技
術
開
発
を
進

め
た
こ
と
で
、
大
規
模
改
修

を
予
防
保
全
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
検
査
体
制
の

整
備
に
お
い
て
は
、
１
９
９

３
年
に
土
木
構
造
物
の
経
年

に
関
す
る
影
響
を
専
門
に
担

当
す
る
「
構
造
物
検
査
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
。
同
セ
ン
タ

ー
は
経
年
に
よ
る
構
造
物
の

疲
労
、
劣
化
の
検
査
に
特
化

し
た
維
持
管
理
の
専
門
部
隊

で
、
東
京
、
静
岡
、
名
古

屋
、
大
阪
に
総
勢

人
の
専

門
家
を
配
置
す
る
こ
と
で
全

線
を
カ
バ
ー
し
、
構
造
物
の

経
年
劣
化
の
検
査
を
徹
底
し

て
い
る
。

　
ま
た

年
に
設
立
し
た
小

牧
研
究
施
設
を
中
心
に
具
体

的
な
工
法
な
ど
を
検
討
し

た
。
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
構
造

解
析
や
実
態
調
査
の
ほ
か
、

実
物
大
の
模
型
や
大
型
試
験

装
置
な
ど
を
使
い
、
経
年
に

よ
る
変
状
の
予
測
や
対
策
工

法
の
研
究
開
発
を
進
め
た
。

研
究
で
得
た
成
果
は
試
験
施

工
を
実
施
し
た
上
で
実
用
化

に
つ
な
げ
て
い
る
。

橋
の
補
強
技
術

　
こ
う
し
た
技
術
開
発
の
一

つ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
下

面
に
取
り
付
け
て
補
強
し
、

腐
食
な
ど
を
防
止
す
る
こ
と

で
延
命
化
す
る
「
下
面
補
強

鋼
板
」
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
橋
の
下
面
を
被
覆
す
る

こ
と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中

の
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
る
剥
落

な
ど
を
防
い
で
寿
命
を
延
ば

す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は

年
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
塗
料

を
塗
っ
て
腐
食
防
止
の
た
め

の
表
面
保
護
を
施
し
て
い

る
。
大
規
模
改
修
工
事
で
は

そ
こ
に
下
面
補
強
鋼
板
を
取

り
付
け
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

腐
食
防
止
に
加
え
て
鉄
筋
量

を
増
や
し
て
強
化
す
る
。

　
鋼
板
の
端
に
は
接
続
部
が

あ
り
、
鋼
板
同
士
を
重
ね
て

は
め
込
む
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
施
工
の
際
に
溶
接
の
必

要
が
な
く
、
工
事
費
や
施
工

時
間
を
節
約
で
き
る
。
こ
う

し
た
研
究
開
発
が
大
規
模
改

修
全
体
の
工
事
費
の
低
減
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
で
は
今
後

年
間
で
全
線

の
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
る

計
画
だ
。

　
予
防
保
全
で
土
木
構
造
物

を
延
命
化
す
る
工
事
が
実
施

さ
れ
て
い
る
現
場
の
一
つ

が
、
静
岡
県
三
島
市
に
あ
る

「
谷
田
ト
ン
ネ
ル
」
だ
。
ト

ン
ネ
ル
の
工
法
は

年
の
段

階
で
は
、
上
部
断
面
に
補
強

鋼
板
を
巻
い
て
強
化
す
る
計

画
だ
っ
た
。
予
防
保
全
の
導

入
に
よ
り
、
地
山
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
間
に
あ
る
空
隙
に

モ
ル
タ
ル
の
充
填
材
を
注

じ
ゅ
う
て
ん

入
す
る
も
の
に
変
更
と
な

り
、
コ
ス
ト
は
当
初
計
画
の

約
４
６
６
０
億
円
か
ら
、
２

０
０
０
億
円
程
度
圧
縮
で
き

た
。

　
谷
田
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
約

８
０
０

。
充
填
材
を
注
入

す
る
た
め
、
約
３

お
き
に

直
径
５

程
の
穴
を
あ

け
、
注
入
作
業
を
行
う
。
大

規
模
改
修
工
事
は
新
幹
線
の

運
行
が
終
了
し
た
深
夜
に
行

わ
れ
て
お
り
、
始
発
ま
で
に

は
作
業
を
終
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
作
業
は
時
間
と
の

勝
負
に
な
る
。

ト
ン
ネ
ル
で
の
施
工

　
ト
ン
ネ
ル
上
部
に
注
入
孔

を
あ
け
る
「
削
孔
」
の
作
業

で
は
、
穴
を
あ
け
て
注
入
管

を
配
置
。
ト
ン
ネ
ル
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
地
山
の

形
状
な
ど
で
異
な
る
た
め
、

一
つ
の
注
入
孔
を
あ
け
る
の

に

―

分
程
度
か
か
る
。

　
充
填
材
の
注
入
作
業
で

は
、
注
入
の
前
に
充
填
材
の

試
験
を
行
い
、
充
填
材
の
固

さ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

保
守
用
車
に
は
プ
ラ
ン
ト
設

備
も
あ
り
、
ミ
キ
サ
ー
で
充

填
材
を
練
り
な
が
ら
ホ
ー
ス

を
差
し
込
み
注
入
す
る
。
一

つ
の
注
入
孔
に
は
、
６
０
０

―
８
０
０

の
充
填
材
を
注

入
。
一
晩
で
作
業
が
で
き
る

の
は
数

だ
。

　
雨
水
の
影
響
な
ど
で
発
生

す
る
空
隙
に
充
填
材
を
注
入

す
る
工
事
は
、
こ
れ
ま
で
も

耐
震
化
対
策
な
ど
で
実
施
し

て
い
た
。
た
だ
従
来
の
充
填

材
は
水
っ
ぽ
く
流
動
性
が
高

か
っ
た
た
め
、
注
入
し
や
す

い
が
留
ま
ら
ず
、
水
中
で
材

料
が
分
離
す
る
な
ど
、
ト
ン

ネ
ル
の
老
朽
化
へ
の
抜
本
的

な
対
策
に
は
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
充
填
材
に

必
要
な
性
能
を
研
究
し
、
主

成
分
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
に
特

殊
な
混
和
剤
を
加
え
て
可
塑

性
を
高
め
た
。
圧
力
を
か
け

る
と
変
形
し
て
固
ま
り
、
水

中
で
も
溶
け
に
く
く
な
っ
た

こ
と
で
、
１

の
空
隙
で

も
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
小
牧
研
究
施
設
で
は
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
型
枠
を
使
っ

て
空
隙
を
再
現
し
た
模
型
で

充
填
材
の
性
能
試
験
を
行
っ

た
。
試
験
の
結
果
、
機
能
な

ど
で
要
件
を
満
た
し
た
９
種

類
の
充
填
材
を
施
工
現
場
に

応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
。

　
谷
田
ト
ン
ネ
ル
の
工
期
は

２
年
程
度
の
予
定
で
、
作
業

が
完
了
す
る
の
は

年
５
月

の
見
込
み
。
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は

現
在
同
様
の
工
事
を

ト
ン

ネ
ル
で
施
工
し
て
お
り
、
今

後

年
間
で
、
東
京
―
新
大

阪
間
に
あ
る

ト
ン
ネ
ル

総
延
長

・
６

の

工
事
を
完
了
す
る
計
画
だ
。

各
職
種
の
専
門
家

　
小
牧
研
究
施
設
に
は
１
２

０
人
の
社
員
が
在
籍
。
研
究

開
発
の
目
的
別
に
、
東
海
道

新
幹
線
の
高
速
化
な
ど
を
研

究
す
る
「
高
速
技
術
チ
ー

ム
」
や
土
木
構
造
物
の
構
造

設
計
な
ど
を
手
が
け
る
「
構

造
物
設
計
チ
ー
ム
」
な
ど
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
技
術
系
の
社

員
は
「
車
両
・
機
械
」
「
電

気
・
シ
ス
テ
ム
」
「
施
設
」

の
三
つ
の
職
種
に
分
か
れ
て

お
り
、
新
卒
の
採
用
段
階
か

ら
専
門
分
野
を
明
確
に
し
て

い
る
。
小
牧
研
究
施
設
の
研

究
チ
ー
ム
は
「
高
速
化
」
や

「
解
析
技
術
の
確
立
」
な
ど

開
発
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て

お
り
、
そ
こ
に
各
職
種
か
ら

専
門
家
が
入
り
、
横
断
的
に

研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
小
牧
研
究
施
設
の
広
大
な

敷
地
の
各
所
に
は
、
高
架
橋

や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
新
幹
線

の
構
造
物
の
実
物
大
模
型
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
試
験
設

備
を
実
物
大
に
す
る
こ
と

で
、
構
造
物
の
耐
性
や
変
状

な
ど
を
正
確
に
確
認
で
き
る

ほ
か
、
開
発
中
の
技
術
の
実

験
の
精
度
も
高
ま
る
。

　
最
新
車
両
「
Ｎ
７
０
０

Ａ
」
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
技

術
に
は
、
台
車
の
振
動
を
常

時
監
視
す
る
こ
と
で
故
障
を

未
然
に
防
止
す
る
「
台
車
振

動
検
知
シ
ス
テ
ム
」
や
、
自

動
列
車
制
御
装
置

Ａ
Ｔ

Ｃ

か
ら
の
情
報
で
自
動
的

に
運
転
を
制
御
す
る
「
定
速

走
行
装
置
」
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
小
牧
研
究
施
設
で
開

発
さ
れ
た
。

　
小
牧
研
究
施
設
で
は
高
速

化
や
安
全
性
向
上
な
ど
、
次

の
技
術
開
発
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
小
牧
研
究
施
設
の
最
新
の

試
験
設
備
が
、
新
幹
線
の
ト

ン
ネ
ル
を
模
擬
し
た
実
物
大

の
「
試
験
ト
ン
ネ
ル
」
だ
。

ト
ン
ネ
ル
の
維
持
管
理
の
技

術
向
上
や
、
検
査
員
の
育
成

な
ど
を
目
的
に

年
３
月
に

設
置
し
た
。
試
験
ト
ン
ネ
ル

を
活
用
し
、
新
た
な
非
破
壊

検
査
手
法
の
開
発
や
、
検
査

の
専
門
家
の
養
成
な
ど
に
つ

な
げ
て
い
る
。

変
状
を
再
現

　
試
験
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
約

で
、
実
験
を
し
や
す
く

す
る
た
め
、
実
際
の
ト
ン
ネ

ル
に
比
べ
て
１
・
８

程
低

く
作
ら
れ
て
い
る
。
試
験
ト

ン
ネ
ル
の
表
面
に
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
不
良
の
一

つ
で
、
表
面
に
空
隙
が
で
き

て
凹
凸
が
生
じ
る
「
ジ
ャ
ン

カ
」
や
、
打
設
の
間
隔
が
空

い
た
こ
と
で
一
体
化
せ
ず
不

連
続
な
状
態
と
な
る
「
コ
ー

ル
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
な
ど
の

変
状
を
再
現
。
数
々
の
変
状

を
故
意
に
作
り
出
し
て
い

る
。

　
ま
た
ト
ン
ネ
ル
そ
の
も
の

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
あ
え
て

薄
く
し
て
作
っ
た
「
断
面
欠

損
」
の
部
分
や
、
セ
メ
ン
ト

を
減
ら
し
、
水
を
増
や
し
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
質
を
悪
く

し
た
部
分
も
あ
る
。
試
験
ト

ン
ネ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

は
、
変
状
が
発
生
し
た
箇
所

の
裏
側
の
状
態
を
確
認
で
き

る
こ
と
。
実
際
の
ト
ン
ネ
ル

の
裏
側
は
山
に
接
し
て
い
る

た
め
、
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
試
験
ト
ン
ネ
ル

で
変
状
を
正
確
に
再
現
し
た

こ
と
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
裏
側

の
状
態
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
新
幹
線
の
構
造
物

で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
を
壊
さ
ず

に
検
査
で
き
る
非
破
壊
検
査

の
手
法
の
確
立
な
ど
に
つ
な

が
っ
た
。

全
体
の
技
術
向
上

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

は
新
幹
線
に
限
ら
ず
、
高
速

道
路
や
橋
梁
な
ど
で
も
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
で

も
土
木
構
造
物
の
維
持
管
理

で
は
、
検
査
の
人

材
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
東
海
は
試
験
ト

ン
ネ
ル
を
使
っ
て

打
音
検
査
の
訓
練

を
行
う
こ
と
で
、

検
査
の
専
門
家
養

成
に
つ
な
げ
て
い

る
。
小
牧
研
究
施

設
の
人
材
が
中
心

と
な
り
、
現
場
の

作
業
員
に
も
技
術

を
伝
え
、
全
体
の

技
術
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
現
在
、
大
規

模
改
修
工
事
で
施
工
を
進
め

て
い
る
防
音
壁
内
部
の
吸
音

パ
ネ
ル
も
小
牧
研
究
施
設
で

開
発
し
た
も
の
だ
。
吸
音
パ

ネ
ル
は
垂
直
に
設
置
す
る
固

定
部
分
の
片
側
に
複
数
の
反

射
板
を
平
行
に
設
置
し
、
撥

水
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
吸
音
材

を
充
填
し
た
構
造
で
、音
を

反
射
さ
せ
て
吸
音
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
従
来
の
防
音
壁
か

ら
大
き
さ
を
変
え
ず
に
、
お

お
む
ね
２
―
３

遮
音
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
今
後

年
間

で
設
置
を
完
了
す
る
。

　
高
性
能
吸
音
パ
ネ
ル
は

年
か
ら
積
水
化
学
と
共
同
で

開
発
。
反
射
板
を

―

度

の
角
度
で
平
行
に
設
置
す
る

こ
と
で
、
レ
ー
ル
付
近
か
ら

発
生
す
る
走
行
音
な
ど
の
騒

音
を
反
射
さ
せ
て
吸
音
す

る
。
反
射
板
は
メ
ッ
キ
鋼
板

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
で
で
き

て
お
り
、
各
反
射
板
の
間
に

は
撥
水
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
吸

音
材
が
充
填
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
を
ガ
ラ
ス
ク
ロ

ス
で
覆
う
構
造
で
、
遮
音
効

果
を
高
め
て
い
る
。

　
防
音
壁
は
高
け
れ
ば
高
い

ほ
ど
防
音
効
果
が
高
く
な
る

が
、
風
圧
な
ど
が
か
か
る
た

め
、
高
さ
に
制
限
が
あ
る
中

で
い
か
に
効
果
を
上
げ
る
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
Ｊ

Ｒ
東
海
と
積
水
化
学
で
は
、

音
を
反
射
さ
せ
な
が
ら
吸
収

し
て
い
く
こ
と
で
、
防
音
効

果
を
高
め
る
仕
組
み
を
開

発
。
高
性
能
吸
音
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防

音
壁
を
数

高
く
し
た
の
と

同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と

い
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
高
性
能
吸

音
パ
ネ
ル
を
新
た
に
開
発
し

た
支
柱
の
な
い
自
立
式
の
防

音
壁
に
取
り
付
け
る
。
防
音

壁
は
支
柱
が
な
い
た
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
な
ど
に
打
ち

込
む
ボ
ル
ト
が
少
な
く
、
構

造
物
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
。
こ
う
し
た
工
法
の
開
発

や
、
防
音
壁
の
遮
音
効
果
の

試
験
な
ど
を
、
小
牧
研
究
施

設
の
実
物
大
の
設
備
で
進
め

た
。


